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八
研
究
ノ
ー
ト
Ｖ

は
じ
め
に

内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
者
個
人
の
処
罰
は
、
国
際
法
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
内
戦
に
適
用
さ

れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
者
の
処
罰
に
関
し
て
は
、
国
際
人
道
法
に
関
す
る
条
約
中
に
明
文
の
規
定
は
な
く
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ま

で
の
内
戦
に
関
す
る
国
際
人
道
法
の
条
約
規
定
に
お
い
て
、
違
反
者
の
処
罰
を
確
実
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
履
行
の
確
保
を
は
か

目
次は
じ
め
に

第
１
節
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
お
け
る
議
論

第
２
節
学
説
ｌ
曰
冨
鬮
・
曰
の
所
説
の
検
討
を
中
心
に
’

第
３
節
タ
ジ
ッ
チ
事
件
判
決
（
管
曇
炉
権
に
関
す
る
拡
汗
申
請
に
つ
い
て
の
判
決
）

⑪
第
一
審
裁
判
蔀
あ
判
決
（
以
上
本
号
）

②
上
訴
裁
判
部
の
判
決

お
わ
り
に

内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
処
罰
（
｜
）

樋
口
一
彦
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る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
四
年
の
ル
ワ
ン
ダ
戦
争
犯
罪
裁
判
所
規
程
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
一
一
一
条
・
第
二
議
定
書
の
著
し

い
違
反
行
為
を
行
な
っ
た
者
お
よ
び
こ
れ
を
命
じ
た
者
を
訴
追
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
動
き
に
対
し
て
、
筆
者
は
、
「
内
戦
に
関

す
る
国
際
人
道
法
の
条
約
規
定
に
お
い
て
個
人
の
処
罰
に
関
し
て
規
定
が
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
を
禁
じ
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、

国
内
裁
判
と
し
て
は
行
な
い
う
る
し
、
ま
た
、
そ
の
国
家
（
政
府
）
の
要
請
に
よ
り
團
瞬
裁
判
と
い
う
形
態
を
取
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
内
戦
に
お
け
る
国
際
人
道
法
違
反
に
よ
る
処
罰
と
い
う
問
題
は
、
国
内
刑
法
の
適
用
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
・
団
と
し
て
、
若
干
懐
疑
的
な
見
解
を
述
べ
た
。

他
方
、
国
際
法
委
員
会
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
薑
鍾
お
よ
び
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
童
蕪
に
お
い
て
、
著

し
い
戦
争
法
違
反
を
そ
れ
ら
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
戦
争
法
違
反
の
な
か
に
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道

法
違
反
が
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
裁
判
所
は
、
タ
ジ
ッ
チ
被
告
に
つ
い
て
の
裁
判

管
轄
権
に
関
す
る
判
決
に
お
い
て
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
違
反
に
よ
る
個
人
の
処
罰
は
可
能
と
判
断
し
た
Ｔ
そ
し
て
、

冒
閂
・
ロ
は
、
こ
の
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
違
反
を
国
際
裁
判
所
の
管
轄
に
す
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
各
国
が
普
遍
主

義
に
基
づ
い
て
処
罰
の
対
象
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
常
）

こ
の
よ
う
に
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
違
反
し
た
個
人
を
処
罰
す
る
こ
と
が
国
際
法
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
国
際
社

会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
し
そ
の
よ
う
な
処
罰
を
国
際
裁
判
所
あ
る
い
は
国
内
裁
判

所
に
お
い
て
行
な
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
国
際
人
道
法
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
で

あ
ろ
う
か
。
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第
１
節
－
Ｌ
ｃ
に
お
け
る
議
論

国
際
法
委
員
会
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
は
、
’
九
九
一
年
に
、
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
第
一
次
法
典
案
を
作
成
し
垣
こ
の
案
に

つ
い
て
の
諸
政
府
の
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。
そ
の
う
え
で
、
一
九
九
四
年
お
よ
び
一
九
九
五
年
の
会
期
に
お
い
て
そ
の
第
二
次
案
作

成
の
た
め
の
検
討
を
行
な
っ
た
Ｔ

ま
た
、
’
九
九
一
年
一
一
一
月
の
国
連
総
会
決
議
（
四
六
／
五
四
）
に
基
づ
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
に
つ
い

て
の
検
討
を
は
じ
め
て
’
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の
検
討
を
経
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
最
終
草
案
を
作
成
し
た
帝
）
こ
れ
ら
の
草
案
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
戦
争
犯
罪
（
国
際
人
道
法
の
違
反
）
が
そ
の
対
象
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
草
案
の
な
か
に
著
し

い
国
際
人
道
法
違
反
を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
異
論
は
な
か
っ
た
が
、
内
戦
に
お
け
る
国
際
人
道
法
違
反
を
含
め
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
に
絞
っ
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
の
検
討
を
振
り
返
る
こ
と
と
し
た
い
。

戸口、戸口、グー、〆＝、’■、

､５，６４ａと注

樋
口
一
彦
「
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
ｌ
そ
の
拡
大
の
可
能
性
ｌ
」
琉
大
法
学
第
五
五
号
一
○
八
頁

し
、
亀
、
巳

し
、
ｇ
、
ｇ

本
稿
第
３
節
参
照
。

自
冨
Ｏ
Ｑ
ｏ
司
冒
①
『
・
ロ
虞
皀
自
国
困
国
少
自
ｏ
Ｚ
Ｐ
Ｆ
ｏ
切
目
冨
皀
少
自
国
シ
Ｂ
Ｓ
ｚ
ｏ
司
冒
Ｂ
固
國
ｚ
シ
田
尹
自
国
○
○
冒
局
、
籔
少
・
角
帛
炉
．

ご
ｏ
］
・
忠
（
】
忠
切
）
ｇ
・
切
豊
‐
②
ゴ
．
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川
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
草
案

一
九
九
一
年
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
第
四
一
一
一
会
期
に
お
い
て
、
ま
ず
起
草
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
第
二
二
条
案
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
第
一
一
一
一
条
著
し
い
戦
争
犯
罪

１
例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪
を
行
な
っ
た
者
あ
る
い
は
そ
の
犯
行
を
命
じ
た
者
は
、
有
罪
の
判
決
に
よ
り
、
以
下
の
刑
に
処

せ
ら
れ
る
。
［
…
…
…
］

２
本
法
典
の
適
用
上
、
例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪
は
、
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
原
則
お
よ
び
規
則
の
例
外
的
に

著
し
い
違
反
で
あ
っ
て
、
以
下
の
行
為
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
な
る
。

㈲
人
間
の
生
命
、
尊
厳
、
肉
体
的
ま
た
は
精
神
的
完
全
性
に
向
け
ら
れ
た
非
人
道
的
、
残
虐
な
ま
た
は
野
蛮
な
行
為
［
特
に
、

故
意
の
殺
人
、
拷
問
、
身
体
の
切
断
、
人
質
行
為
、
一
般
住
民
の
追
放
あ
る
い
は
移
送
、
お
よ
び
集
団
的
処
罰
］

⑪
違
法
な
兵
器
の
使
用

ｐ
自
然
環
境
に
対
し
て
広
範
な
、
長
期
の
か
つ
重
大
な
損
害
を
引
き
お
こ
す
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
予
期

さ
れ
る
戦
闘
の
手
段
ま
た
は
方
法
の
使
用

⑥
民
間
財
産
の
大
規
模
の
破
壊

（
、
）

⑥
例
外
的
な
、
｛
示
教
的
歴
史
的
ま
た
は
文
化
的
価
値
の
あ
る
物
に
対
す
る
意
図
的
な
攻
撃
」

こ
の
「
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
」
と
い
う
文
言
に
関
し
て
、
こ
の
起
草
委
員
会
議
長
は
、
「
起
草
委
員
会
は
、
第
一
追
加

議
定
書
第
二
条
佃
で
使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
『
武
力
紛
争
』
を
用
い
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
特
に
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸

（
Ⅲ
〉

条
約
共
通
第
三
条
が
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
｝
」
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
解
釈
上
の
暖
昧
さ
が
便
利
で
あ
る
。
」
と

説
明
し
て
お
り
、
こ
の
「
武
力
紛
争
」
に
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
他
方
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
委
員
の
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｜
人
の
勺
の
］
］
ｇ
は
、
「
第
一
一
一
一
条
は
、
国
家
間
戦
争
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
形
態
の
国
際
的
武
力
紛
争
、
言
い
換
え
れ
ば
、
民

（
肥
）

族
解
放
の
た
め
の
武
力
闘
争
を
も
含
む
｝
」
と
を
意
図
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
間
接
的
表
現
な
が
ら
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
は

含
ま
れ
な
い
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
起
草
委
員
会
の
作
成
し
た
第
二
二
条
草
案
は
、
若
干
修
正
さ
れ
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
第
一
次
案
と
し
て
採
択
さ
れ
懸
望
の
第
一
次

案
と
し
て
採
択
さ
れ
た
第
一
一
一
一
条
に
つ
い
て
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
い
て
、
「
『
武
力
紛
争
』
と
い
う
こ
と
ば
は
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
一
追
加
議
定
書
第
一
条
第
４
項
の
意
味
で
の
国
際
的
武
力
紛
争
の
み
な
ら
ず
、
’
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約

共
通
第
三
条
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
も
カ
バ
ー
す
る
冠
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
非
国
際
的
紛
争
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
こ
こ
で
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
引
き
続
き
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
第
二
次
案
作
成
の
た
め
に
、
一
九
九
五
年
の
会
期
に
お
い
て
特
別
報
告
者
の
作
成
し
た
第
一

一
一
一
報
告
書
を
検
討
し
た
。
こ
の
特
別
報
告
者
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
第
一
一
二
条
草
案
の
新
条
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

れ
る
。
［
…
…
…
］

本
法
典
の
適
用
上
、
戦
争
犯
罪
と
は
次
の
も
の
を
意
味
す
る
。

１
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
、
す
な
わ
ち

「
第
二
二
条
戦
争
犯
罪

例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪
を
行
な
っ
た
者
あ
る
い
は
そ
の
犯
行
を
命
じ
た
者
は
、
有
罪
の
判
決
に
よ
り
、
以
下
の
刑
に
処
せ
ら

③
故
意
の
殺
人

⑪
拷
問
も
し
く

拷
問
も
し
く
は
非
人
道
的
待
遇
（
生
物
学
的
実
験
を
含
む
）
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⑥
身
体
も
し
く
は
健
康
に
対
し
て
故
意
に
重
い
苦
痛
を
与
え
、
も
し
く
は
重
大
な
傷
害
を
加
え
る
こ
と

⑥
軍
事
上
の
必
要
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ず
、
不
法
か
つ
悪
意
的
に
な
さ
れ
る
、
財
産
の
広
範
な
破
壊
お
よ
び
徴
発

㈲
捕
虜
あ
る
い
は
文
民
を
強
制
し
て
敵
国
の
軍
隊
で
服
務
さ
せ
る
こ
と

⑪
公
正
な
正
式
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
捕
虜
・
文
民
か
ら
故
意
に
奪
う
こ
と

⑧
文
民
の
不
法
な
追
放
、
移
送
、
あ
る
い
は
不
法
な
拘
禁

⑪
文
民
を
人
質
に
と
る
こ
と

２
戦
争
の
法
規
あ
る
い
は
慣
習
の
違
反
。
こ
れ
に
は
以
下
の
も
の
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

⑧
毒
ガ
ス
兵
器
あ
る
い
は
不
必
要
な
苦
痛
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
そ
の
他
の
兵
器
の
使
用

⑪
都
市
、
町
、
村
の
窓
意
的
な
破
壊
あ
る
い
は
軍
事
的
必
要
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
な
い
破
壊

回
防
守
さ
れ
な
い
町
、
村
、
住
宅
、
あ
る
い
は
建
物
の
攻
撃
ま
た
は
砲
爆
撃
（
手
段
の
如
何
を
問
わ
な
い
）

⑥
宗
教
、
慈
善
お
よ
び
教
育
、
芸
術
お
よ
び
科
学
の
た
め
の
施
設
、
歴
史
的
記
念
碑
お
よ
び
芸
術
・
科
学
の
作
品
の
強
奪
、

破
壊
あ
る
い
は
故
意
の
損
害

（
坊
）

㈲
公
的
・
私
的
財
産
の
略
奪
」

こ
の
新
条
文
案
は
、
戦
争
犯
罪
に
関
し
て
、
二
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
」
と
「
戦
争
の
法
規
あ
る
い

は
慣
習
の
違
反
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
も
う
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
裁
判
所
規
程
に
き
わ
め
て
類
似
し
て
お

り
、
ま
た
、
あ
と
で
述
べ
る
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案
に
も
近
い
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
新
第
二
二
条
草
案
の
検
討
に

お
い
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
関
し
て
、
「
『
重
大
な
違
反
行
為
』
あ
る
い
は
『
戦
争
犯
罪
』
の
概
念
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
へ

の
不
適
用
性
に
留
意
し
な
が
ら
も
、
最
近
採
択
さ
れ
た
ル
ワ
ン
ダ
国
際
裁
判
所
規
程
を
引
用
し
て
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
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共
通
第
三
条
お
よ
び
第
二
追
加
議
定
書
も
、
本
項
に
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
委
員
も
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

提
案
に
反
対
す
る
指
摘
も
あ
っ
た
・
団
と
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
の
論
議
が
要
約
さ
れ
て
お
り
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
国
際
人
道
法

の
違
反
を
含
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
報
告
書
を
検
討
し
た
国
連
総
会
第
六
委
員
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
国
際

人
道
法
の
違
反
を
含
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
賛
否
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ス
イ
ス
代
表
は
、
「
第
一
一
二
条
草
案
で
カ

バ
ー
さ
れ
る
戦
争
犯
罪
は
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
お
よ
び
戦
争
の
法
規
あ
る
い
は
慣
習
へ
の
言
及
を
含
む
べ
き
で
あ
る

こ
と
に
同
意
し
、
そ
し
て
、
第
一
追
加
議
定
書
お
よ
び
第
二
追
加
議
定
書
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
一
一
一

条
に
言
及
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
」
し
て
お
り
流
）
ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
は
、
「
戦
争
犯
罪
は
、
非
国
際
的
武

力
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
た
犯
罪
を
含
む
べ
き
で
あ
る
印
）
と
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
代
表
は
、
「
諸
国

の
論
評
・
見
解
お
よ
び
武
力
紛
争
の
法
規
お
よ
び
慣
習
を
考
慮
に
入
れ
て
、
戦
争
犯
罪
の
定
義
に
関
し
て
よ
り
多
く
の
作
業
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
法
典
の
範
囲
は
狭
く
明
確
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
、
国
内
紛
争
か
ら
生
じ
る
事
態
を
扱

う
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
法
典
は
、
国
際
の
平
和
お
よ
び
安
全
に
影
響
を
与
え
る
犯
罪
を
扱
う
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
・
電
と
し
て
い
る
。

〆宜、

､§，注

（
７
）

人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
化
の
作
業
、
お
よ
び
そ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
第
一
次
案
に
関
し
て
、
小
木
曽
本
雄
「
国
連
に
よ
る
人
類

の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
化
の
作
業
」
東
海
法
学
第
九
号
（
’
九
九
一
一
一
）
参
照
。

し
、
ｇ
、
ｇ
ご
宵
、
ｍ
・
忠
‐
ヨ
ー
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（
８
）
。
：
円
Ｐ
］
シ
、
、
の
目
す
】
］
円
①
⑰
。
］
ｇ
】
◎
己
念
、
望
む
Ｐ
『
Ｐ
．
四
・

（
９
）
少
、
お
＼
ご
己
閂
色
⑰
・
巴
ｌ
’

（
、
）
臣
固
凸
河
口
。
〔
葭
門
（
〕
弓
角
田
常
因
邑
く
自
国
訶
冥
エ
自
昌
〔
】
ペ
エ
い
い
エ
ミ
Ｏ
Ｇ
三
【
貢
涙
滞
肖
】
『
ご
巴
ご
◎
］
ロ
日
の
目
己
・
圏
四
．
ご
画
『
角
・
侭
・

（
、
）
毎
国
・
も
．
ｇ
一
・
で
閏
Ｐ
＄
，

（
皿
）
』
匡
亘
・
も
，
層
⑨
’
己
口
吋
Ｐ
傘
⑭
．

（
週
）
恩
区
・
も
．
や
さ
・
己
宵
Ｐ
』
畠
・

（
Ｍ
）
第
一
次
案
と
し
て
坪
鰭
泳
さ
れ
た
第
二
二
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
第
二
二
条
例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪

１
例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪
を
行
な
っ
た
者
あ
る
い
は
そ
の
犯
行
を
命
じ
た
者
は
、
有
罪
の
判
決
に
よ
り
、
以
下
の
刑
に
処

せ
ら
れ
る
。
［
…
…
…
］

２
本
法
典
の
適
用
上
、
例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪
は
、
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
の
原
則
お
よ
び
規
則
の
例
外
的
に

著
し
い
違
反
で
あ
っ
て
、
以
下
の
行
為
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
な
る
。

⑥
人
間
の
生
命
、
尊
厳
、
肉
捧
的
ま
た
は
精
神
的
完
全
性
に
向
け
ら
れ
た
非
人
道
的
、
残
虐
な
ま
た
は
野
蛮
な
行
為
［
特
に
、

故
意
の
殺
人
、
拷
問
、
身
体
の
切
断
、
生
物
的
実
験
、
人
質
行
為
、
被
保
謹
者
を
強
制
し
て
敵
国
の
軍
隊
に
服
務
さ
せ
る
こ

と
、
実
際
の
戦
闘
の
終
了
後
捕
虜
の
送
還
を
不
当
に
遅
延
さ
せ
る
こ
と
、
一
般
住
民
の
追
放
あ
る
い
は
移
送
、
お
よ
び
集
団

に）（b） 的
処
罰
］

占
領
地
域
に
お
け
る
入
植
者
の
定
住
お
よ
び
占
領
地
域
の
人
口
比
率
の
変
化

違
法
な
兵
器
の
使
用
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②
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
に
関
し
て
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
す
で
に
一
九
九
四
年
に
そ
の
最
終
草
案
を
採
択
し
て
お
り
扇
）
そ
の
最
終
草
案
の

第
二
○
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
第
二
○
条
裁
判
所
の
管
轄
権
内
の
犯
罪

本
裁
判
所
は
、
こ
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
以
下
の
犯
罪
に
関
し
て
管
轄
権
を
も
つ
。

③
集
団
殺
害
罪

〆■、’￣、〆■、’■、／～、〆■、

２０１９１８１７１６１５
、．’、＝’、、ソ、.プ、－ゾ、－' ⑪

自
然
環
境
に
対
し
て
広
範
な
、
長
期
の
か
つ
重
大
な
損
害
を
引
き
お
こ
す
こ
と
を
意
図
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
予
期

さ
れ
る
戦
闘
の
手
段
ま
た
は
方
法
の
使
用

㈲
民
間
財
産
の
大
規
模
の
破
壊

⑪
例
外
的
な
、
宗
教
的
歴
史
的
ま
た
は
文
化
的
価
値
の
あ
る
物
に
対
す
る
意
図
的
な
攻
撃
」
（
し
、
念
、
Ｓ
弓
・
図
ゴ
ー
瞳
の
．
）

(b）

例
外
的
な
、

び
苞
・
も
・
胃
○
・

『
。
』
＆
。
》
□
、
円
、
。
『
Ｐ

』
、
ｇ
、
ｇ
弓
・
忠
‐
圏
・

｛
ず
（
ａ
・
》
己
。
⑪
←
・
ロ
ロ
Ｐ
円
Ｐ
』
◎
］

シ
、
○
・
の
、
ｇ
、
、
罰
』
』
七
日
Ｐ
急
・

缶
、
○
・
の
、
ｇ
、
の
”
』
い
も
回
『
Ｐ
臼
，

侵
略
の
罪
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⑥
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
規
お
よ
び
慣
習
の
著
し
い
違
反

⑪
人
道
に
対
す
る
犯
罪

⑥
附
属
書
に
列
挙
さ
れ
た
条
約
規
定
の
も
と
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
定
め
ら
れ
た
犯
罪
で
、
そ
の
申
し
立
て
ら

（
鉋
）
（
羽
）

れ
た
行
動
に
関
し
て
、
国
際
的
関
心
を
有
す
る
例
外
的
に
著
し
い
犯
罪
を
構
成
し
て
い
る
も
の
」

国
連
総
会
は
、
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
最
終
草
案
を
う
け
て
、
決
議
四
九
／
五
三
に
よ
り
、
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
草
案
を
検
討
す
る
ア
ド
。
ホ
ッ
ク

委
員
会
の
設
立
を
決
定
し
、
そ
し
て
、
ま
た
、
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
草
案
に
つ
い
て
の
諸
国
か
ら
の
書
面
で
の
意
見
を
求
め
た
扇
）
こ
の
求
め

に
応
じ
て
、
’
五
カ
国
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
藩
）
こ
の
諸
国
か
ら
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
’
九
九
五
年
に
そ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
最

終
草
案
を
検
討
す
る
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
が
国
連
加
盟
諸
国
の
参
加
を
得
て
開
か
れ
た
輪
）
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
草
案
の
第
二
○
条
回
に
つ

い
て
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
の
検
討
に
お
い
て
、
多
く
の
代
表
団
が
、
「
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
規
お
よ
び
慣
習
の
著
し

い
違
反
が
、
前
文
に
述
べ
ら
れ
た
裁
判
所
の
管
轄
権
に
含
め
ら
れ
る
基
準
に
合
致
す
る
」
｝
」
と
に
同
意
し
た
輪
）
し
か
し
、
非
国
際
的

武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
も
、
見
解
が
わ
か
れ
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
報
告
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
条
約
犯
罪
を
含
む
、
武
力
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
法
規
お
よ
び
慣
習
が

非
国
際
的
武
力
紛
争
を
規
律
す
る
法
規
お
よ
び
慣
習
、
特
に
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
お
よ
び
そ
の
第
二
追
加

議
定
書
、
を
含
む
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
異
な
っ
た
見
解
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
規
定
を
含
め
る
こ
と
を
支
持
す
る
者
は
、

武
力
紛
争
の
現
在
の
現
実
、
ル
ワ
ン
ダ
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
所
規
程
、
及
び
共
通
第
三
条
の
慣
習
法
の
地
位
を
認
め
た
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
裁
判
所
の
最
近
の
判
決
に
注
目
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
代
表
団
は
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
を
ヵ

（
蝿
）

パ
ー
す
る
可
能
性
に
関
し
て
大
き
な
懸
念
を
示
し
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
補
完
性
の
原
則
と
合
致
す
る
｝
」
と
を
疑

問
と
し
た
。
第
二
追
加
議
定
書
に
関
し
て
、
こ
の
文
書
は
全
体
と
し
て
慣
習
法
の
地
位
に
達
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
そ
の
当
事
国
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に
対
し
て
し
か
拘
束
力
を
も
た
な
い
、
と
い
う
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
は
、
共
通
第
一
一
一
条
に
関
し
て
も
、

第一一追加議定書に関しても、裁判所の管轄権内に含められるべきではない、との見解も表明された。塚）
以
上
の
議
論
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
早
案
の
検
討
に
お
い
て
も
、
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る

罪
の
法
典
草
案
に
つ
い
て
と
同
様
、
非
国
際
的
武
力
紛
争
（
内
戦
）
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
違
反
を
含
め
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
賛
成
反
対
の
両
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
草
Ⅲ
案
の
検
討
に
お
い
て
必
ず
し
も
主
要
な
論

点
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
含
め
る
含
め
な
い
の
議
論
に
お
い
て
も
、
深
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
非
国
際
的
武
力
紛
争
（
内
戦
）
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
の
本
質
的
違
い

を
考
え
れ
ば
、
見
過
ご
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
節
以
後
で
よ
り
深
く
分
析
し
た
い
。

'－，〆へ〆■、

翌竪２１注
〆戸、グー、〆￣、／■、

２７２６２５２４
－ン、－、‐’、-〆

ｓ
苞
・
も
。
『
Ｐ

し
、
亀
、
］
◎
己
宵
Ｐ
・
忠
．

第
二
○
条
㈲
で
一
一
一
巨
及
さ
れ
て
い
る
「
附
属
書
」
に
お
い
て
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
お
よ
び
一
九
七
七
年
第
一
追
加
議
定
書
で

定
め
ら
れ
る
「
重
大
な
違
反
行
為
」
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
（
与
員
・
も
ロ
』
陰
‐
］
台
・
）

シ
、
少
○
凹
遣
、
』
□
閂
、
．
］
・

少
、
シ
○
・
頤
仁
、
』
》
シ
、
シ
○
・
や
筐
、
傍
、
少
呂
・
］
ｌ
』
・

少
、
ｇ
、
闇
ｂ
Ｐ
Ｂ
ｍ
』
‐
］
］
．

シ
、
巴
、
圏
已
閏
Ｐ
己
．



琉大法学第58号（1997） 214

内
戦
に
お
け
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
し
て
、
そ
の
個
人
的
処
罰
を
第
三
国
が
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
二
口
仏
う
べ
き
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
論
者
が
弓
・
富
国
・
己
で
あ
る
。
以
下
こ
の
三
の
『
○
コ
の
議
論
を
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
。

こ
の
三
。
『
・
口
の
議
論
の
要
点
は
ふ
た
つ
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
は
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
や
第
二
追
加

議
定
書
が
個
人
の
刑
事
的
処
罰
の
根
拠
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ら
の
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違

反
に
対
し
て
第
三
国
が
普
遍
的
管
轄
権
を
行
使
し
て
違
反
者
個
人
を
処
罰
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
の
点
に
関
し
て
富
国
・
己
は
、
以
下
の
旨
主
張
す
る
。
「
国
内
紛
争
に
お
け
る
残
虐
行
為
の
行
為
者
を
、
国
際
戦
争

こ
れ
ま
で
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
者
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
少
な
く
と

も
、
こ
れ
ま
で
の
内
戦
に
関
す
る
国
際
人
道
法
の
条
約
規
定
に
お
い
て
、
違
反
者
の
処
罰
を
確
実
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
履
行
の

確
保
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
論
）
し
か
し
、
こ
の
個
人
的
処
罰
が
法
的
に
可
能
か
ど
う
か
は
別
の
問
題

が
考
え
ら
れ
る
。

第
２
節
学
説
－
『
・
三
の
８
コ
の
所
説
の
検
討
を
中
心
に
Ｉ

内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
者
に
対
し
て
、
個
人
的
処
罰
を
行
な
い
う
る
の
か
。
も
し
こ
れ
を
行
な
う
と
す
れ
ば
、

い
ず
れ
の
国
（
組
織
）
が
行
な
う
の
か
。
可
能
性
と
し
て
は
、
内
戦
の
当
該
国
政
府
、
反
徒
組
織
、
第
三
国
、
国
際
裁
判
所
、
な
ど

で
あ
る
。

〆へ

２９
、＝

〆■、

２８
出.ノ

国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
草
案
前
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
原
則
で
、
国
際
刑
事
裁
判
所
は
国
内
の
刑
事
裁
判
制
度
が
機
能
し
な
い
場
合
に
そ

の
国
内
の
刑
事
裁
判
制
度
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

シ
、
ｇ
、
層
ご
閂
Ｐ
量
．
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に
か
か
わ
っ
た
者
よ
り
も
、
よ
り
寛
大
に
扱
う
何
ら
の
道
徳
的
正
当
化
も
な
ど
「
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約
お
よ
び
捕
虜

の
待
遇
に
関
す
る
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
）
条
約
－
こ
の
ど
ち
ら
も
違
反
の
処
罰
や
刑
罰
に
関
す
る
条
文
を
含
ん
で
い
な
い
Ｉ
の
違
反
に
つ

い
て
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
諸
裁
判
は
裁
判
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
際
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
個
人
の
あ
る
行
為
が
刑

事
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
ｌ
た
と
え
特
定
の
裁
判
所
の
管
轄
権
の
設
定
や
量
刑
を
定
め
る
規
定
が
な
く
て
も
ｌ
に
関
し
て
は
、
重
大

な
問
題
は
な
い
。
国
際
法
が
個
人
的
刑
事
責
任
を
創
設
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
禁
止
規
範
Ｉ
そ
れ
が
条
約
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
慣
習
法
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
１
が
個
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
、
国
家
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
、
集
団
に
向
け
ら
れ
て

い
る
か
、
そ
の
他
の
機
関
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
／
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
考
慮

に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
の
禁
止
が
個
人
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
程
度
、
そ
の
禁
止
が
性
質
上
明
確
な
も
の
か
ど
う
か
、

そ
の
行
為
の
重
大
性
、
そ
し
て
、
国
際
社
会
の
関
心
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
の
犯
罪
性
を
決
定
す
る
関
連
要
素
で
あ

る
。
あ
る
義
務
が
政
府
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
の
刑
事
責
任
に
関
し
て
自
由
裁
璽
的
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
な
い
Ｉ
も
し
個
人
が
そ
の
義
務
を
明
確
に
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
。
」
「
ふ
つ
う
、
国
際
法
規
範
は
、
国
家

に
向
け
ら
れ
て
い
る
・
国
際
法
規
範
は
、
国
家
機
関
と
し
て
行
動
す
る
個
人
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
違
反
の
場
合
に
は
国
家
の
国
際

責
任
を
生
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
法
、
そ
し
て
と
く
に
戦
争
法
は
、
そ
の
禁
止
を
、
国
家
と
、
そ
し
て
個
人
お
よ
び
集

団
の
両
方
に
向
け
る
こ
と
が
、
徐
々
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
代
国
際
人
道
法
は
、
し
ば
し
ば
、
国
家
の
国
際
責
任
に
加
え
て
、

個
人
に
対
す
る
刑
事
貿
任
を
課
し
て
お
り
、
ま
た
、
課
す
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
違
反
者
を
裁
判
す
る
国
際
裁
判
所
を

作
る
こ
と
な
く
国
際
的
関
心
を
持
つ
あ
る
種
の
活
動
を
禁
止
す
る
国
際
条
約
は
、
性
質
上
、
国
家
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を

禁
止
し
、
そ
し
て
そ
の
管
轄
権
の
も
と
で
国
内
法
に
し
た
が
っ
て
違
反
に
対
し
て
そ
の
自
然
人
お
よ
び
法
人
を
処
罰
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
る
・
国
際
規
則
が
、
普
通
、
国
内
組
織
お
よ
び
国
内
法
を
適
用
す
る
国
内
裁
判
所
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
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何
ら
、
そ
の
国
際
犯
罪
と
し
て
の
違
反
の
性
質
を
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
罰

ま
た
、
後
者
の
点
に
つ
い
て
の
旨
の
Ｈ
ｇ
の
主
張
の
要
点
は
、
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
が
重
大
な
違
反
行
為
に
関
し
て
の
み
『
引

き
渡
す
か
裁
判
す
る
か
』
の
義
務
を
創
設
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
他
の
違
反
は
こ
の
諸
条
約
の

い
ず
れ
の
当
事
国
に
よ
っ
て
も
処
罰
さ
れ
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
」
「
共
通
第
三
条
の
よ
う
に
、
重
大
な
違
反
行

為
規
定
に
含
ま
れ
な
い
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
違
反
の
行
為
者
を
処
罰
し
あ
る
い
は
引
き
渡
す
明
確
な
義
務
が
無
い
と
し
て
も
、

す
べ
て
の
国
は
そ
の
よ
う
な
違
反
の
罪
の
あ
る
者
を
処
罰
す
る
権
利
が
あ
る
。
」
フ
ー
カ
ラ
グ
ァ
事
件
に
お
い
て
、
国
際
司
法
裁
判

所
は
、
共
通
第
三
条
に
よ
っ
て
対
象
と
さ
れ
る
非
国
際
的
武
力
紛
争
に
、
諸
条
約
共
通
第
一
条
の
適
用
可
能
性
を
認
め
た
。
す
べ
て

の
締
約
国
は
尊
重
し
、
か
つ
、
尊
重
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
第
一
条
の
命
令
は
、
も
ち
ろ
ん
、
違
反
を
抑
制
す
る
た

め
に
刑
事
措
置
に
訴
え
る
こ
と
を
伴
い
う
る
の
で
あ
る
。
」
「
訴
追
し
あ
る
い
は
引
き
渡
す
義
務
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
に
は
普
遍

的
管
轄
権
も
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
理
由
は
な
く
、
外
国
に
お
い
て
外
国
人
に
よ
っ
て
犯
罪
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も
訴

追
す
る
権
利
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
普
遍
的
管
轄
権
の
本
当
の
意
味
は
、
そ
の
犯
罪
者
あ
る
い
は
被
害
者
と
の
領
域
上
、

国
籍
上
あ
る
い
は
そ
の
他
の
関
連
の
つ
な
が
り
が
無
い
場
合
で
も
、
あ
る
種
の
犯
罪
に
対
し
て
い
か
な
る
国
に
も
そ
の
法
規
を
適
用

す
る
こ
と
を
国
際
法
が
許
す
こ
と
で
あ
る
。
国
際
社
会
に
よ
っ
て
普
遍
的
関
心
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
そ
し
て
普
遍
的
非
難
の
対
象

と
し
て
認
め
ら
れ
る
犯
罪
が
あ
る
・
髭

こ
の
よ
う
に
富
の
『
・
ロ
の
主
張
の
中
心
は
、
内
戦
に
お
け
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
し
て
、
そ
の
個
人
的
処
罰
を
第
一
一
一
国
が
行

な
う
こ
と
が
で
き
る
、
行
な
う
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
国
際
裁
判
所
に
よ
る
処
罰
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
た
だ
、
「
国
際
人
道
法
の
執
行
は
国
際
裁
判
所
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
裁
判
所
は
国
内
裁
判
所
に

取
っ
て
代
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
ゆ
え
に
、
第
三
国
の
国
内
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
輪
）
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こ
の
三
国
・
口
の
立
場
と
は
逆
に
、
内
戦
に
お
け
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
個
人
的
処
罰
を
国
際
裁
判
所
（
そ
し
て
第
一
一
一

国
裁
判
所
）
が
行
な
い
え
な
い
、
と
考
え
る
の
が
祠
；
『
因
○
三
国
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
共
通
第
三
条
あ
る
い
は
第
二
議
定
書

に
含
ま
れ
る
義
務
に
違
反
す
る
行
為
に
対
し
て
個
人
が
国
際
法
の
も
と
で
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
う
る
の
か
（
そ
し
て
従
っ
て
国
際
裁

判
所
の
管
轄
権
に
服
す
る
の
か
）
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「
共
通
第
三
条
お
よ
び
第
二
議
定
書
に
よ
り
課
せ
ら
れ
る
義
務
は
国

家
の
み
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
「
こ
れ
ら
の
条
約
の
違
反
に
つ
い
て
国
際
法
の
も
と
で
訴
追
す
る
こ
と
は
、
個
人

の
刑
事
責
任
が
そ
の
よ
う
な
責
任
を
予
期
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
主
張
に
導
き
う
る
。
つ
ま
り
、

刑
事
責
任
は
明
確
で
確
実
な
表
現
で
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
」
「
政
府
の
た
め
に
行
動
す
る
個
人
が
国
際
裁
判
所
に
お
い
て
で
あ
れ
、

（
普
遍
的
管
轄
権
を
根
拠
と
し
て
）
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
で
あ
れ
、
第
二
議
定
書
の
違
反
に
つ
い
て
訴
追
さ
れ
う
る
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
は
な
い
。
屯

因
○
三
国
は
、
こ
の
よ
う
に
国
際
裁
判
所
あ
る
い
は
他
国
の
裁
判
所
に
よ
る
処
罰
を
否
定
す
る
が
、
そ
の
内
戦
の
当
該
国
内
で
の

処
罰
の
可
能
性
は
否
定
し
な
い
。
つ
ま
り
、
内
戦
に
お
い
て
も
国
家
の
刑
法
は
適
用
さ
れ
、
反
徒
は
犯
罪
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
反
徒
が
一
定
の
領
域
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
と
政
府
と
反
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
法
を
そ
の
支
配
地
域
で
適
用

す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
刑
法
は
、
通
常
の
刑
法
の
違
反
と
共
通
第
三
条
あ
る
い
は
第
二
議
定
書
の
違
反
を
区
別
す
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
責
任
は
ど
ち
ら
も
国
内
法
上
の
も
の
で
あ
る
、
と
透

共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
の
多
く
は
い
ず
れ
の
国
の
刑
法
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
（
特

に
、
生
命
及
び
身
体
に
対
す
る
暴
行
、
殺
人
、
拷
問
、
強
姦
、
な
蝿
）
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
対
す
る
刑
事
的
処
罰
は
、
国
際
法
の
う

え
で
は
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
条
約
規
定
や
国
際
慣
習
法
を
刑
事
罰
の
根
拠
と
す
る
こ
と
の
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
当
該
国
の
国
内
法
の
問
題
で
あ
る
。
第
三
国
の
国
内
裁
判
所
が
刑
事
裁
判
権
を
持
ち
う
る
か
、
と
い
う
問
題
に
関
し
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て
も
、
第
三
国
裁
判
所
が
普
遍
的
管
轄
権
に
よ
り
、
裁
判
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
そ
の
も
の
は
国
際
法
違
反
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
国
際
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
に
つ
い
て
も
、
す
く
な
く
と
も
、
内
戦
の
当
事
国
が
同
意
し
て
い
る
場
合
は
問
題
が
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
当
事
国
の
同
意
の
な
い
場
合
、
国
際
裁
判
所
の
国
内
裁
判
所
に
対
す
る
優
越
原
則
は
、
当
然
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

現
在
設
置
の
検
討
さ
れ
て
い
る
国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
い
て
も
「
補
完
性
の
原
則
」
が
と
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
の
国
際
刑
事

裁
判
所
に
お
い
て
非
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
を
管
轄
内
に
含
め
る
べ
き
か
ど
う
か
に
関
し
て
反
対
論
も
あ
る

こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
（
本
稿
第
一
節
）
。

こ
こ
で
箪
者
が
い
ち
ば
ん
問
題
に
思
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
に
よ
り
、

違
反
者
の
個
人
的
処
罰
を
行
な
う
場
合
に
、
内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
の
基
本

的
相
違
で
あ
る
。
内
戦
に
お
け
る
反
徒
は
戦
闘
員
の
資
格
を
認
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
敵
の
軍
事
目
標
の
破
壊
、
敵
兵
力
の
殺
傷
を

行
な
う
権
利
を
持
た
な
い
。
国
際
紛
争
に
お
い
て
で
あ
れ
ば
合
法
的
な
「
殺
人
」
で
も
、
内
戦
に
お
い
て
は
単
な
る
「
殺
人
」
と
し

て
扱
わ
れ
う
る
。
国
際
紛
争
に
お
い
て
は
、
通
常
の
刑
法
は
適
用
さ
れ
ず
、
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
お
い
て
合
法

と
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
当
該
国
の
刑
法
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
そ
の
行
為
者
個
人
を
処
罰
し
て
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
内
戦
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
国
際
法
上
は
な
い
。
通
常
の
刑
法
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
も
か
ま
わ

な
い
。
実
際
に
適
用
す
る
か
ど
う
か
は
そ
の
国
の
そ
の
時
の
政
策
次
第
で
あ
る
。
内
戦
の
当
事
国
内
に
お
い
て
、
国
内
刑
法
や
国
際

人
道
法
の
違
反
処
罰
を
ど
の
よ
う
に
適
用
し
て
も
、
国
際
法
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
（
被
疑
者
の
人
権
に
関
す
る
国
際
法
の
規
定
が

満
た
さ
れ
れ
ば
）
。
共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
違
反
者
の
個
人
的
処
罰
を
行
な
う
義
務
ま
で
は
締

約
国
は
負
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
浄
守
い
か
し
、
第
三
国
の
国
内
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
は
、
国
際
紛
争
で
あ
れ
ば
合
法
的
な

「
戦
闘
行
為
」
に
よ
る
破
壊
、
殺
人
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
行
為
の
行
為
者
を
処
罰
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
通
第
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一
一
一
条
や
第
二
議
定
書
で
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は
、
敵
対
行
為
に
参
加
し
な
い
者
に
対
す
る
殺
害
・
傷
害
そ
の
他
の
残
虐
行
為

で
は
あ
る
・
第
三
国
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
行
な
い
う
る
け
れ
ど
も
、
合
法
的
敵
対
行
為
に

つ
い
て
は
処
罰
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
議
定
書
第
一
一
一
一
条
第
２
項
や
第
一
五
条
は
部
分
的
に
「
ハ
ー
グ
法
」
を
取
り
入
れ

た
規
定
で
あ
る
が
、
敵
対
行
為
そ
の
も
の
は
合
法
的
で
あ
る
と
い
う
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
原
則
に
基
づ
く
も
の

で
は
な
い
・
紛
争
当
事
国
の
政
府
は
、
敵
対
行
為
へ
の
参
加
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
、
反
徒
の
構
成
員
を
国
内
刑
法
の
適
用
に
よ
り
処

罰
で
き
る
。
し
か
し
、
第
三
国
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
は
、
敵
対
行
為
へ
の
参
加
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
の
規
定
に
違
反
し
た
か
ぎ
り
で
の
み
違
反
者
を
処
罰
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

第
三
国
裁
判
所
や
国
際
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
反
徒
の
戦
闘
員
は
あ
た
か
も
「
合
法
的
戦
闘
員
」
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

〆￣､〆=､〆、

翌§ｌ辿注
〆￣、'■、

３４３３
、＝’、－Ｊ

樋
口
、
前
掲
論
文
、
注
（
１
）
、
一
○
六
頁

弓
冨
ｏ
１
ｏ
吋
冨
の
Ｈ
ｏ
Ｐ
Ｑ
石
・
○
芦
・
画
良
ミ
ロ
ロ
○
一
の
⑨
七
℃
・
切
巴
‐
切
麗
・

辱
旦
も
ご
・
⑪
ｇ
‐
ヨ
Ｃ
・
同
様
の
見
解
と
し
て
、
旨
】
：
Ｐ
の
」
団
○
号
の
》
属
雪
少
国
○
国
富
国
、
［
三
三
○
二
‐
冒
弓
因
因
Ｚ
シ
自
己
ヱ
シ
い

し
同
富
国
□
○
○
三
句
目
○
弓
、
ご
『
Ｋ
◎
門
口
ヨ
ロ
】
ロ
切
一
の
目
色
ロ
ー
富
四
一
回
目
酌
す
。
、
］
（
の
：
．
）
三
口
「
Ｑ
●
曰
冒
、
切
冒
与
冨
の
「
ゴ
ロ
蔑
○
ョ
『
巳
ト
ロ
Ｅ

（』⑩垣②）ごロ・画垣垣０単ｃｃ・

弓
豈
の
Ｃ
Ｑ
・
吋
冨
の
円
・
Ｐ
目
・
○
旨
．
、
②
§
日
ロ
。
冨
切
も
己
・
凹
訊
‐
圏
の
．

旧
の
訂
局
因
○
三
国
億
三
四
『
。
１
日
の
⑰
Ｐ
己
司
・
門
日
閂
因
巨
、
○
ｍ
］
ｍ
ご
国
菖
・
罰
８
に
⑩
烏
Ｃ
「
Ｃ
騨
量
［
胃
Ｐ
（
『
⑩
曾
烏
ロ
「
・
筐
《
』
の
一
。
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第
３
節
タ
ジ
ッ
チ
事
件
判
決

内
戦
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
刑
事
的
処
罰
に
関
し
て
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
判
決
が
一
九
九
五
年
に
下

さ
れ
た
。
タ
ジ
ッ
チ
（
己
巨
の
丙
・
目
色
臼
・
）
被
告
に
対
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
に
関
す
る
第
一
審
裁
判
部
及

び
上
訴
裁
判
部
の
判
決
で
あ
る
。

タ
ジ
ッ
チ
被
告
は
、
一
九
九
二
年
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ポ
ス
ニ
ァ
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ピ
ナ
の
オ
マ
ル
ス
カ
（
○
日
日
の
百
）
に

お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
法
に
反
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
行
為
を
け
し
か
け
、
他
の
人
に
殺
人
を
強
制
し
、
そ
し
て
抑
留
さ
れ

て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
暴
行
・
拷
問
し
た
と
し
て
、
一
九
九
四
年
二
月
一
四
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
政
府
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
拘

束
さ
れ
て
い
た
輪
）
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
裁
判
所
は
、
こ
の
タ
ジ
ッ
チ
に
対
す
る
裁
判
管
轄
を
委
譲
す
る
要
請
を
ド
イ
ツ
に
対
し

て
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
覇
）
こ
れ
に
ド
イ
ツ
が
応
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ジ
ッ
チ
の
身
柄
が
国
際
裁
判
所
に
引
き
渡
さ
れ
た
扇
）
’
九

九
五
年
六
月
一
一
一
一
一
日
に
タ
ジ
ッ
チ
側
は
、
手
続
き
及
び
証
拠
規
則
七
一
一
一
の
（
Ａ
）
項
（
ｉ
）
に
基
づ
き
予
審
申
請
を
提
出
し
た
輪
）
こ

の
予
審
申
請
は
、
被
告
を
裁
く
国
際
裁
判
所
の
権
限
を
三
項
目
か
ら
争
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
国
際
裁
判
所
の
不
適
当
五
設
立
、

０
便
①
「
「
⑩
滉
浅
※
■
‐
』
（
喧
麗
）
ご
ロ
・
函
皀
‐
笛
⑬
．

（
弱
）
勺
の
←
閂
因
○
三
回
》
禽
巨
凹
亘
］
】
ご
命
。
円
《
菫
周
○
凰
日
の
の
》
□
員
】
ｐ
ｍ
Ｐ
ｚ
Ｃ
ロ
ー
冒
一
の
目
Ｐ
←
】
ｏ
ｐ
Ｐ
］
シ
貝
巨
の
Ｑ
ｏ
Ｃ
ｐ
［
』
一
。
←
ご
》
河
８
：

烏
ロ
「
・
芦
一
（
蜀
冒
貝
「
⑱
風
：
Ｃ
「
○
邑
烏
』
ロ
○
厘
⑩
「
『
の
×
〆
※
ミ
ー
』
‐
頤
‐
函
上
（
』
の
垣
切
）
ｇ
』
段
‐
』
餌
，

（
妬
）
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
⑩
⑧
、
第
二
追
加
議
定
書
第
四
条
２
項
⑧
、
⑥

（
妬
１
ａ
）
○
戸
旨
○
四
少
因
田
口
○
弓
因
因
（
の
Ｑ
・
）
之
§
。
。
ｇ
す
ご
』
巾
司
の
貝
目
・
コ
ミ
胃
の
３
§
・
コ
ロ
ロ
昏
司
§
§
、
（
§
卜
ｐ
Ｅ
（
］
①
虫
）
）

ｐ
＄
。
（
同
。
ｐ
凰
葺
）
も
』
旨
．
（
祠
の
ｐ
ｐ
ｍ
）
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国
際
裁
判
所
の
優
越
性
の
不
適
当
な
是
認
、
そ
し
て
国
際
裁
判
所
の
事
項
的
管
轄
権
に
対
す
る
異
議
で
あ
る
耐
）
こ
の
被
告
の
予
審

申
請
に
つ
い
て
の
第
一
審
裁
判
部
に
よ
る
判
決
が
、
一
九
九
五
年
八
月
一
○
日
に
下
さ
れ
壷
）
そ
し
て
、
上
訴
裁
判
部
に
よ
る
判
決
が

一
九
九
五
年
一
○
月
一
百
に
示
さ
れ
た
電
以
下
で
こ
れ
ら
の
判
決
の
分
析
を
行
な
い
た
い
が
、
国
際
裁
判
所
の
設
置
の
合
法
性
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
検
討
の
対
象
と
は
し
な
い
。
ま
た
、
国
際
裁
判
所
の
国
内
裁
判
所
に
対
す
る
優
越
性
に
つ
い
て
は

必
要
最
小
限
で
触
れ
る
に
と
ど
め
、
国
際
人
道
法
上
の
問
題
－
す
な
わ
ち
当
該
武
力
紛
争
の
性
質
、
そ
し
て
、
非
国
際
的
武
力
紛
争

に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
の
違
反
に
対
す
る
刑
事
的
処
罰
の
問
題
－
に
重
点
を
お
い
て
検
討
を
行
な
い
た
い
。

川
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
（
管
轄
権
に
関
す
る
抗
弁
申
請
に
つ
い
て
の
判
決
）

ま
ず
、
被
告
側
が
、
国
際
裁
判
所
の
国
内
裁
判
所
に
対
す
る
優
越
原
則
は
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
し
た
点
に
つ
い
て
第
一
審
裁
判

部
は
、
い
く
つ
か
の
論
拠
に
よ
り
こ
れ
を
退
け
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
の
な
か
で
、
「
国
際
裁
判
所
が
審
理
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
る
犯
罪
は
、
純
粋
に
国
内
的
性
質
の
犯
罪
で
は
な
い
」
「
そ
れ
ら
は
、
実
際
、
本
質
上
普
遍
的
で
あ
り
、
国
際
法
に
お
い
て
国

際
人
道
法
の
著
し
い
違
反
行
為
と
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
国
家
の
利
益
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
国

家
の
主
権
的
権
利
は
適
切
に
行
動
す
る
国
際
社
会
の
権
利
に
優
先
で
き
ず
ま
た
優
先
す
べ
き
で
な
い
Ｉ
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
犯

罪
は
人
類
全
体
に
影
響
し
、
世
界
の
す
べ
て
の
国
の
良
心
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
Ｉ
、
と
い
う
こ
と
に
第
一
審
裁
判
部

は
同
意
す
る
。
し
た
が
っ
て
適
切
に
構
成
さ
れ
た
国
際
裁
判
所
が
国
際
社
会
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
審
理
す
る
こ
と
に
反
対

す
る
理
由
は
あ
り
え
な
い
・
兎
と
述
べ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

次
に
被
告
側
が
裁
判
所
の
管
轄
権
を
否
定
す
る
論
点
と
し
て
、
裁
判
所
の
事
項
的
管
轄
権
に
対
す
る
異
議
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
国

際
人
道
法
違
反
者
の
訴
追
を
定
め
る
裁
判
所
規
程
第
二
条
及
び
第
三
条
は
、
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
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あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
そ
の
国
際
的
武
力
紛
争
は
存
在
し
て
い
な
い
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
（
な
お
、
裁
判
所
の
事
項
的
管
轄

権
の
問
題
で
、
裁
判
所
規
程
第
五
条
の
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
に
関
す
る
被
告
側
の
異
議
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
本
稿
の
対
象
外
で

あ
る
の
で
、
検
討
か
ら
除
外
す
る
）

裁
判
所
規
程
第
二
条
は
、
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
に
関
す
る
裁
判
所
の
権
限
を
規
定
し
て

い
る
。
第
一
審
裁
判
部
は
、
こ
の
規
程
第
二
条
の
適
用
に
お
い
て
国
際
的
武
力
紛
争
の
存
在
は
必
要
で
は
な
い
、
と
判
断
し
た
。

（
帽
）

「
第
二
条
の
い
か
な
る
文
言
も
国
際
紛
争
の
存
在
を
明
示
的
に
求
め
て
い
な
い
。
」
「
国
際
性
の
要
素
は
、
国
際
裁
判
所
規
程
第
一
一

条
に
よ
り
作
ら
れ
た
犯
罪
の
裁
判
管
轄
上
の
基
準
と
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
な
る
と
す
れ
ば
、
第
一
審
裁
判
部
の
大
量
の
資
料
の

な
か
に
そ
の
起
訴
状
で
申
し
立
て
ら
れ
た
行
為
が
、
実
際
、
国
際
的
武
力
紛
争
の
な
か
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
も
の

は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
資
料
は
、
そ
こ
か
ら
裁
判
所
に
よ
る
確
知
を
引
き
出
し
う
る
も
の
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
証
拠
の
形
を
と
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
第
一
審
裁
判
部
は
、
当
該
武
力
紛
争
の
性
質
に
関
し
て
何
ら
の
認
定
を
も
行
な
わ
な
い
。
冠
）
こ
の
よ
う
に
、
第
一
審
裁
判
部

は
、
こ
の
紛
争
の
性
質
に
関
し
て
の
判
断
を
避
け
な
が
ら
、
第
二
条
は
当
該
紛
争
の
性
質
に
か
か
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
う
る
、
と
し
た
。

な
お
、
検
察
側
か
ら
本
件
に
お
い
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
重
大
な
違
反
行
為
規
定
が
適
用
さ
れ
る
別
の
根
拠
と
し
て
紛
争
当
事
者

間
の
合
蔵
の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
第
一
審
裁
判
部
は
、
こ
の
当
事
者
間
の
合
意
と
い
う
追
加
的
根
拠
に
関
し
て
な
ん
ら
か

の
結
論
を
示
す
必
要
は
な
い
、
と
し
た
電
規
程
第
二
条
が
紛
争
の
性
質
に
か
か
わ
り
な
く
適
用
さ
れ
る
、
と
の
第
一
審
裁
判
部
の
認

定
は
、
上
訴
裁
判
部
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
も
う
一
度
検
討
す
る
。
）

次
に
、
裁
判
所
規
程
第
三
条
は
、
「
国
際
裁
判
所
は
、
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
に
違
反
し
た
者
を
訴
追
す
る
権
限
を
有
す
る
」

と
規
定
す
る
。
弁
護
側
は
、
こ
の
第
三
条
は
、
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
条
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
国
際
粉
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争
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
規
程
第
三
条
は
適
用
さ
れ
な
い
、
と
主
張
し
た
。
第
一
審
裁
判
部
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
判
示
す
る
。
「
規
程
第
三
条
の
文
一
一
一
一
口
の
な
か
に
国
際
紛
争
の
存
在
を
明
示
的
に
要
求
す
る
も
の
は
な
い
」
「
た
と
え
規
程

第
三
条
に
述
べ
ら
れ
た
行
為
が
ハ
ー
グ
条
約
に
由
来
す
る
と
し
て
も
、
『
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
』
と
い
う
こ
と
ば
は
国
際
紛
争

に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
は
国
際
的
武
力
紛
争
及
び
国
内
的
武
力
紛
争
の
両
方
で
な
さ
れ
た

行
為
の
禁
止
を
含
む
。
実
際
、
共
通
第
三
条
は
、
慣
習
国
際
法
が
、
国
内
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
敵
対
行
為
を
制
限
し
て
い
る
明
ら

か
な
証
拠
で
あ
る
。
髄
欝
一
審
裁
判
部
は
、
こ
の
よ
う
に
、
規
程
第
三
条
の
「
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
」
は
、
国
内
的
武
力
紛
争

で
な
さ
れ
た
行
為
を
含
む
と
考
え
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
「
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
」
と
同
一
の

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
、
国
際
慣
習
法
の
一
部
と
第
一
審
裁
判
部
が
考
え
る
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
一
一
一

識
か
み
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
つ
ぎ
に
こ
の
共
通
第
三
条
が
そ
の
違
反
者
の
処
罰
を
根
拠
づ
け
る
刑
事
規
定
で
あ
る
こ
と
を
第
一
審
裁
判
部
は
認
め
る
。

す
な
わ
ち
「
共
通
第
三
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
行
為
が
国
際
法
上
の
刑
事
犯
罪
を
構
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
共
通
第
三
条
の

行
為
が
本
質
上
刑
事
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
冠
と
。

以
上
の
第
一
審
裁
判
部
の
判
断
は
、
多
く
の
理
論
的
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
こ
の
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
に
お
い
て
は
、
当
該
武
力
紛
争
が
国
際
紛
争
で
あ
る
か
非
国
際
紛
争
で
あ
る
か
を
判
断
し
て

い
な
い
。
こ
の
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
き
わ
め
て
複
雑
な
経
過
を
経
て
お
り
、
そ
の
紛
争
の
性
格
づ
け
は
容
易
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
運
し
か
し
、
起
訴
さ
れ
た
行
為
が
国
際
紛
争
・
国
内
紛
争
い
ず
れ
の
局
面
で
な
さ
れ
た
か
を
裁
判
所
と
し
て
認
定
す
る
必
要
は

あ
ろ
う
・
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
と
非
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
が
そ
の
内
容
に
お
い
て
異
な
る
以
上

こ
の
認
定
は
必
要
で
あ
る
。
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次
に
、
第
一
審
裁
判
部
は
、
規
程
第
二
条
に
関
し
て
、
こ
の
規
定
が
国
際
紛
争
・
非
国
際
紛
争
の
い
ず
れ
に
も
適
用
さ
れ
る
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
。
規
程
第
二
条
は
明
確
に
二
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重

大
な
違
反
行
為
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
非
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
共
通
第
三
条
に
は
こ
の
重
大
な
違
反
行
為
に
つ
い
て
の

規
定
が
な
く
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
は
、
条
約
上
、
国
際
紛
争
に
の
み
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
規
定
が
非
国
際
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
国
際

慣
習
法
上
確
立
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
記
述
は
判
決
文
に
は
な
い
。
）

そ
し
て
、
規
程
第
三
条
の
「
戦
争
の
法
規
ま
た
は
慣
習
」
の
違
反
に
関
し
て
、
こ
の
中
に
非
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道

法
が
含
ま
れ
る
、
と
す
る
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
る
理
由
が
か
な
り
弱
い
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
の
法
典
草
案

に
お
い
て
も
例
外
的
に
著
し
い
戦
争
犯
罪
の
概
念
は
国
際
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
た
か
非
国
際
紛
争
に
お
い
て
な
さ
れ
た
か
で
区
別

し
て
い
な
い
、
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
塊
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
こ
の
点
は
ま
さ
に
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
っ
て
、
少
な
く

（
副
）

（
閑
）

と
も
当
然
視
で
き
る
》
」
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
の
際
の
リ
ー
パ
ー
・
コ
ー
ド
に
言
及
す
る
こ
と
も
適
切
と
は
思

わ
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
は
、
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
が
適
用
さ
れ
た
き
わ
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
共
通
第
三
条
の
違
反
が
刑
事
的
処
罰
を
と
も
な
う
、
と
い
う
点
に
関
す
る
論
証
も
十
分
と
は
い
え

（
駒
）

な
い
。
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ド
イ
ツ
軍
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
（
な
お
、
判
決
の
こ
の
部
分
の
記
述
は
、
本
稿
第
２
節
で
検
討
し
た
巳
．
ご
臼
・
ロ
の
著
楠
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
）
・

ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
マ
ー
ー
ニ
ァ
ル
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
「
『
戦
争
犯
罪
』
と
い
う
用
語
は
、
軍
人
文
民
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
人

に
よ
る
戦
争
法
の
違
反
の
専
門
的
表
現
で
あ
る
・
す
べ
て
の
戦
争
法
の
違
反
は
戦
争
犯
罪
で
あ
る
・
電
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、

直
接
非
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
戦
争
法
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ー
ュ
ァ
ル
に
お
い
て
は
、
「
各
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国
は
、
以
下
の
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
行
為
の
処
罰
及
び
訴
追
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
諸
条
約
及
び
第
一
追
加
議
定
書
の
重
大
な
違
反
行
為
に
関
す
る
条
項
が
引
用
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
重
大
な
違
反

行
為
の
内
容
と
同
様
の
内
容
の
共
通
第
三
条
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
条
項
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
（
た
と
え
ば
、
公
正
か
つ
正

規
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
う
こ
と
（
共
通
第
三
条
⑪
⑪
項
、
第
一
追
加
議
定
書
第
八
五
条
４
⑥
項
）
や
、
危
険
な
威
力
を
内
蔵

す
る
工
作
物
又
は
施
設
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
（
第
二
追
加
議
定
書
第
一
五
条
、
第
一
追
加
議
定
書
第
八
五
条
３
ｎ
項
）
な

ど
冠
た
だ
、
非
国
際
紛
争
に
適
用
さ
れ
る
共
通
第
三
条
や
第
二
議
定
書
に
つ
い
て
は
締
約
国
の
義
務
と
し
て
の
訴
追
処
罰
の
義
務
が

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
が
国
内
制
度
と
し
て
こ
れ
ら
の
「
重
大
な
違
反
行
為
」
に
該
当
す
る
非
国
際
紛
争
に
お
け
る

違
反
行
為
を
訴
追
・
処
罰
す
る
、
と
い
う
意
味
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
輪
）

ｸﾞﾛ、〆へ

３９３８
、.〆、.'

〆へ

３７注
、.〆

「
’
九
九
五
年
三
月
三
一
日
に
ド
イ
ツ
議
会
は
国
際
裁
判
所
と
の
協
力
に
関
す
る
立
法
を
行
な
い
、
こ
れ
に
よ
り
ド
イ
ツ
は
国
際
裁
判
所

の
管
轄
権
に
委
譲
し
、
タ
ジ
ッ
チ
を
一
九
九
五
年
四
月
二
四
日
に
ハ
ー
グ
に
移
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
」
（
し
、
ｇ
、
患
⑰

、
、
］
患
、
、
『
曽
田
ｗ
○
ｓ
冒
し
冒
冒
国
伊
河
固
も
〔
扇
弓
〔
司
目
周
冒
目
扇
冨
エ
ョ
白
で
虐
自
再
局
ロ
ー
虐
呵
〔
扇
目
自

用
閃
県
聞
○
口
目
Ｓ
『
〔
扇
殉
国
閨
房
扇
勾
團
弓
Ｑ
戻
冨
唐
圃
同
〔
再
思
勇
已
［
田
『
胃
居
レ
ヨ
ロ
菌
〔
司
尉
冨
目
罰
冥
』
目
（
冒
国
田

Ｓ
》
＆

』
頁
⑯
冒
息
・
再
具
伊
ｐ
Ｅ
切
圏
・
司
駐
ぐ
・
］
巨
曰
の
］
。
】
七
・
Ｐ
（
冒
可
目
忌
：
。
（
〔
劃
冒
冒
巳
早
＆
§
具
忌
、
』
意
国
。
、
ョ
⑬
「

罠
員
四
○
ｍ
（
Ｐ
（
二
Ｐ
円
ゴ
ミ
○
ず
ｐ
冒
守
の
『
『
冒
弓
冨
冨
凰
冨
肘
。
［
弓
Ｐ
Ｂ
Ｃ
（
シ
已
己
］
】
８
註
。
ｐ
可
○
円
四
国
◎
目
目
Ｐ
］
因
の
Ｄ
Ｐ
の
⑪
一
国
。
付

、
具
の
目
回
］
）
）
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/■、〆へ〆■、〆、'－，グー、グー、〆■、〆■、’■、〆■、〆■、

５３５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２
、、〆、－グ■－’、－ジ、甲ン、-ノ、、〆、－’、＝ノ、－、.ソ、‐グ

（
虹
）
ｏ
Ｐ
ｍ
の
ｚ
◎
・
弓
「
程
「
』
１
弓
Ｃ
ｇ
の
ご
少
巨
、
色
、
ご
ｇ
⑰
》
、
因
Ｑ
四
○
三
（
本
第
一
審
裁
判
部
の
判
決
文
に
つ
い
て
は
、
○
・
巴
冨
・
己
｛
ｏ
同

旨
←
の
『
目
二
ｏ
ｐ
Ｐ
』
』
臣
⑪
二
８
の
イ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ヨ
ョ
ョ
『
・
＆
一
・
．
栂
、
薗
目
：
］
、
）
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
た
。

／■、

４０
、､〆

』
》
』
＆
．
》
で
Ｐ
吋
鯨
③
回

守
苞
・
》
属
国
・
＄
．

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
樋
口
、
前
掲
論
文
、
注
（
１
）
、
一
一
一
一
一
頁
～
一
三
五
頁
参
照
。

夢
己
・
も
宵
Ｐ
困
・

こ
の
「
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
」
に
関
し
て
は
、
樋
口
、
前
掲
論
文
、
注
１
、
一
三
九
頁
～
’
四
二
頁
参
照
。

〔
冑
）
・
同
障
・
や
②
厘
口
「
ロ
ロ
◎
ず
①
公
桿
・
ロ
Ｐ
門
口
⑰
。
、
心
‐
ｍ
の
。

『
。
｛
ａ
・
］
ご
餌
『
凹
切
団
①
０
②
つ
。

〔
言
）
・
○
忌
・
吻
屋
ご
「
ロ
ロ
。
←
の
←
」
〕
己
ｍ
Ｈ
ｍ
・
の
⑭
。

び
苞
・
も
日
Ｐ
ｇ
。

閂
。
』
＆
．

。
：
の
ｚ
Ｃ
・
閂
弓
‐
程
‐
】
‐
し
因
忌
（
閂
頁
⑩
「
ヨ
ロ
麓
。
。
。
【
旧
允
、
ロ
（
ミ
ロ
時
ユ
ロ
庁
ぐ
。
］
・
』
⑪
Ｚ
。
．
］
（
』
◎
の
①
）
ご
ロ
・
巴
‐
『
一
・

〔
冑
）
・
○
量
・
匂
い
尽
己
「
ロ
ロ
。
←
①
←
』
『
己
Ｐ
門
口
・
』
砲
。

出
彌
ロ
ミ
エ
員
国
婆
河
邑
乏
●
伊
澤
三
○
○
量
与
国
ヨ
ヨ
固
口
［
ご
円
出
国
自
画
河
飼
『
ｓ
ｏ
河
『
。
、
ヨ
国
固
可
。
宛
」
ご
固
河
『
ロ
。
。
、
田
エ
ミ
ェ

、
【
ｚ
Ｃ
固
皀
国
己
。
②
．
》
已
也
旬
也
，
届
，
）

旧
ユ
ー
ゴ
国
際
裁
判
所
の
手
続
き
及
び
証
拠
規
則
に
つ
い
て
は
、
寺
】
符
『
罰
目
（
。
：
（
い
ふ
応
巳
」
量
貝
⑪
「
日
（
の
ご
◎
］
・
困
三
。
．
』
（
］
の
①
』
）

弓
・
垈
豊
，
望
鈎
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グー、グー、〆￣、〆■、〆■、〆へ

５９５８５７５６５５５４
～ソ、-’、-’迫.’、－'、-'

グー、

６０
、－'

弓
写
①
。
。
。
『
言
①
Ｈ
ｏ
ｐ
ｂ
も
。
○
忌
・
・
良
耳
【
】
ロ
。
｛
の
⑰
已
已
・
酊
霞
‐
認
⑫
．

甸
量
暉
荊
ご
‐
目
閣
曰
博
ム
ミ
（
）
司
門
良
と
負
〕
一
｛
匡
罰
国
（
罰
●
甲
】
や
患
己
⑪
『
的
・
金
⑫
．

□
冒
弓
回
国
匂
い
固
○
【
（
の
。
．
）
旦
扇
起
冒
号
・
・
討
旦
帛
冒
国
目
：
「
曰
目
田
口
Ｅ
冒
聾
司
冒
且
〔
）
○
員
覇
§
（
巳
冨
）
ご
閏
Ｐ
］
ｇ
Ｐ

こ
の
点
に
関
し
て
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
解
説
部
分
（
ミ
・
岸
巨
日
担
当
）
に
お
い
て
、
危
険
な
威
力
を
内
蔵
す
る
工
作
物
又

は
施
設
に
対
し
て
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
追
加
議
定
書
第
八
五
条
３
何
項
と
同
様
の
規
定
が
第
二
追
加
議
定
瞥
第
一
五
条

に
も
あ
る
が
、
「
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
追
加
議
定
轡
は
、
重
大
な
違
反
行
為
の
概
念
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、
違
反
行
為
の
訴
追
は
国

内
刑
法
に
よ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
辱
苞
・
も
・
団
『
・
も
胃
Ｐ
路
・
）

閂
ｄ
Ｈ
ａ
。
。
□
的
司
ゆ
め
垣
。

ご
己
。
⑪
⑫
』
０
ｍ
』
。
‐

本
稿
第
１
節
参
照
。

Ｃ
己
。
○
灘
・
』
切
黛
ご
「
Ｑ
ｐ
ｏ
－
の
』
』
】
ご
也
吋
Ｐ
・
の
塑
・

二
九
九
六
年
九
月
二
七
日
）


